
第38回 プラズマ・核融合学会 年会 
インフォーマルミーティング（リモート） 

2021年11⽉23⽇（⽕）18:30~20:00 

核融合科学研究所の新展開
❖「核融合科学研究所の新展開」としての「ユニット構築」に
向けたこれまでの検討の経緯と今後の進め方の報告 

❖核融合研のユニットを共同利用・共同研究の場として有効に
利用していただくためのご意見をお願いします

ユニットテーマの検討の記録
https://www-col.nifs.ac.jp/info/Unit/



ユニットとは
❖ユニットはそれぞれが独⾃の⽬標を持つ研究チーム 
■ ユニットテーマは，ユニットが10年で何を探究するのかを表現する旗印 
■ 核融合科学の分業単位（聞き慣れたキーワード）ではありません 

▶様々な編成原理 
● 現象の解明に取り組むユニット 
● 方法論の確立に取り組むユニット 

❖ユニットテーマの集合がNIFSのアイデンティティ 
■ Post LHDでは，研究のダイナミズムをアイデンティティとする 

❖NIFSのアイデンティを複数のユニットテーマに分節化 
■ これまで以上に広い分野を巻き込んだ共同利用・共同研究の可能性を拓く 

▶ユニットの活動に様々な形で参画 
▶ユニットの設計段階から，積極的な議論参加 

ユニットを共同利用・共同研究の場として有効に利用していただくためのご意見募集



ユニット構築に向けた検討状況
❖コミュニティへの呼びかけ 

■ 核融合科学研究所共同研究者ML 
■ 核融合ネットワークML 

❖週例の「ユニット構築会議」や「ユニット構築セミナ」，「ユニットテーマ構想個別会合」をオンラ
イン開催し，広く議論して情報共有 
■ブレーンストーミング ➡ 個別の研究テーマ紹介（45 件）➡ ユニットテーマ提案（30 件）➡ テーマのレビュ 

▶現在：レビュの反映とクラスタ化によるユニットテーマの練り上げ 
■ コミュニティから「ユニットテーマ提案」，「核融合研での実施が期待される研究テーマ」の募集を継続 

▶ユニット構築に反映，また将来に向けたコミュニティの資産 
■ 発表資料や議事録は，共同研究者Webページにて公開　https://www-col.nifs.ac.jp/info/Unit/ 

❖コミュニティからの意⾒ 
■ 第1回拡大核融合ネットワーク会合（2021年8月30日） 
■ 第38回プラズマ・核融合学会年会のインフォーマルミーティング（2021年11月23日18:30） 
■ 第2回拡大核融合ネットワーク会合（2021年12月予定） 

❖個別の意⾒交換会 
■ 大学の共同研究者との直接の意見交換
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ブレーンストーミング
研究テーマ紹介フェーズ
ユニットテーマ構想フェーズ
ユニット組織化フェーズ
ユニット結成紹介と学術活動
ユニット体制移行

レビュ（ユニットテーマの決定）
研究テーマ紹介

評価（ユニットの結成）

ユニット体制

LHD 23c LHD 24c
ユニット体制準備期間

1

ユニット構築の進め⽅とスケジュール

❖ユニットの理念を共有するフェーズ（4⽉） 
■ 所内でのブレーンストーミング 

❖研究テーマを広く共有するフェーズ（4~7⽉） 
■ アンケート，ユニット構築会議での個人の研究テーマ
紹介 

❖⼈と繋がりユニットテーマを構想するフェーズ（5
⽉ ~ 現在） 
■ 個別会合によるユニットテーマの策定 
■ 外部レビュアによるユニットテーマのレビュ 
■ レビュの反映とクラスタ化によるユニットテーマの練
り上げ　　　　⬅ 現在実施中 

❖ユニットを構築するフェーズ（レビュ後~3⽉，
2022年度前半） 
■ ユニットの構成，アカデミックプラン（研究方法，予
算プラン）の検討 

■ ユニットごとに，評価委員会による評価，承認 
❖ユニットの承認と研究活動（2022年度） 

■ 承認されたユニットは，研究活動を開始 
※ LHD実験の最終キャンペーン 

■ 組織変更に着手し，ユニット体制の整備を完了 

❖ユニット体制への移⾏（2023年度~） 
■ ユニット体制の本格運用

現在


